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林野庁長官感謝状、高知工業高校建築科贈呈

浅川局長（右）より生徒代表に感謝状贈呈

　当局から推薦しました「高知県立高知工業高等学校建築科」に

林野庁長官感謝状が授与されました。� 【詳細は２頁】



	 グリーン四国	 №1143	 2015（H27）6月号

― 2 ―

　

五
月
二
七
日
、
国
民
の
森
林

づ
く
り
推
進
功
労
者
と
し
て
、

 

「
高
知
県
立
高
知
工
業
高
等
学
校
建
築
科
」

林
野
庁
長
官
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
る

～
平
成
二
六
年
度
国
民
の
森も

り林
づ
く
り
推
進
功
労
者
～

〈
総
務
課
・
技
術
普
及
課
〉

「
高
知
県
立
高
知
工
業
高
等
学

校
建
築
科
」
へ
の
林
野
庁
長
官

感
謝
状
の
伝
達
式

が
、
高
知
工
業
高

等
学
校
に
お
い
て

行
わ
れ
、
当
局
の

浅
川
局
長
よ
り
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

高
知
工
業
高

等
学
校
建
築
科

（
以
下
、
建
築
科
）

は
、
授
業
の
一
環

と

し

て
、

平

成

二
〇
年
度
か
ら

毎
年
、
地
元
高
知
県
産
材
の

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
を
活
用
し
て
、

木
造
建
築
物
の
製
作
に
取
り

組
み
、
八
棟
を
地
域
へ
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
一
年
度
に
は
、
嶺
北

森
林
管
理
署
管
内
の
工
石
山

国
有
林
に
お
い
て
、
展
望
台
の

製
作
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成

二
五
年
度
に
は
、
香
美
市
香
北

町
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
江
戸

時
代
の
一
六
八
七
年
に
建
立
さ

れ
た
、
歴
史
的
建
築
物
「
観
音

堂
」
の
建
て
替
え
を
行
い
、
そ

の
際
に
は
、
「
あ
り
」
「
ほ
ぞ
」

な
ど
木
材
を
接
合
す
る
部
分
は

伝
統
工
法
を
用
い
て
、
人
目
に

触
れ
る
細
部
や
目
に
見
え
な
い

部
分
ま
で
丁
寧
な
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
建
築
科
で
は
、

歴
史
的
な
建
築
物
か
ら
現
代
的

な
建
築
物
ま
で
、
地
域
の
方
々

の
要
望
に
応
え
、
地
元
県
産
材

の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
等
を
使
用
し

た
木
造
建
築
物
を
製
作
し
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
当
局
で
毎
年

実
施
し
て
い
る
、
四
国
森
林
・

林
業
研
究
発
表
会
に
お
い
て

発
表
し
、
地
元
テ
レ
ビ
局
を

は
じ
め
、
地
元
新
聞
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
国
産

材
の
Ｐ
Ｒ
に
も
大
き
く
貢
献

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
、
伝
達
式
の
様
子
も
、

当
日
、
夕
方
の
地
元
テ
レ
ビ
で

放
映
さ
れ
、
ま
た
、
翌
日
の
地

元
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
り
、
大

い
に
国
有
林
の
Ｐ
Ｒ
に
も
な
り

ま
し
た
。

浅川局長へ、受賞のお礼を述べる生徒代表
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浅
川
局
長
の
あ
い
さ
つ

　
『
第
一
回
　
木
の
子
ど
も
祭
』
開
催〈

技
術
普
及
課
〉

　

五
月
一
〇
日
、
「
第
一
回
木

の
子
ど
も
祭
」
が
、
高
知
県
高

知
市
丸
の
内
緑
地
（
高
知
城
の

南
側
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
木
育
の
視
点
で
、

子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
全
て

の
人
が
、
木
と
五
感
で
ふ
れ
あ

い
、
人
や
自
然
に
対
す
る
「
思

い
や
り
」
や
「
優
し
さ
」

を
育
む
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
浅
川

局
長
が
「
木
材
は
、
素

晴
ら
し
い
特
性
を
た
く

さ
ん
備
え
て
い
る
の

で
、
今
日
は
、
改
め
て

木
の
良
さ
、
素
晴
ら
し

さ
を
た
っ
ぷ
り
体
感
し

て
い
た
だ
き
、
木
材
の

管
理
局
の
コ
ー
ナ
ー
（
金
ち
ゃ

ん
工
房
）
で
は
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
で
見
事
ビ
ン
ゴ
に
な
る
と
、

ジ
ー
ジ
ー
ゼ
ミ
か
ケ
ロ
ケ
ロ
カ

エ
ル
の
ど
ち
ら
か
完
成
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
相
変
わ

ら
ず
、
大
人
気
で
、
終
日
、
大

勢
の
親
子
で
長
蛇
の
列
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
射
的
（
ゴ
ム
鉄
砲
）

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
後
ま
も
な

く
し
て
、
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
正
岡
さ
ん
の

巧
み
な
話
術
の
も
と
、

約
五
〇
名
の
親
子
が
参

加
し
て
、
ユ
ニ
ー
ク
け

ん
玉
競
争
（
文
字
け
ん

玉
）
が
行
わ
れ
、
大
人

と
子
ど
も
の
優
勝
者
に

は
そ
れ
ぞ
れ

賞
品
が
渡
さ

れ
ま
し
た
。
な
か
な

か
引
っ
か
か
っ
て
く

れ
な
い
む
し
剣
に
、

全
員
が
一
喜
一
憂
し

な
が
ら
、
親
子
で
応

援
し
合
い
、
大
変
微

笑
ま
し
い
光
景
で
し

た
。

　

一
方
、
四
国
森
林

利
用
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
」
と
呼
び
掛
け
、

子
ど
も
達
の
ウ
グ
イ
ス
笛
で
ス

ユ
ニ
ー
ク
け
ん
玉

（
む
し
の
文
字
け
ん
）

ユ
ニ
ー
ク
け
ん
玉
（
文
字
け
ん
）

射
的
大
会
、
上
手
く
当
た
る
か
な
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「
森
林
環
境
学
習
・
八
面

山
＆
三
本
杭
登
山
体
験
」

ー
高
校
生
に
森
林
環
境
教
育
ー

〈
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

五
月
一
三
日
、
高
知
県
立

四
万
十
高
校
自
然
環
境
コ
ー

ス
の
一
年
生
七
名
を
対
象
に
、

森
林
環
境
学
習
と
地
域
の
山

の
登
山
を
体
験
す
る
こ
と
を

目
的
に
八は

ち
め
ん
ざ
ん

面
山
及
び
三さ

ん
ぼ
ん
ぐ
い

本
杭

登
山
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

四
万
十
高
校
で
は
毎
年
、
屋

久
島
で
の
自
然
環
境
学
習
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
予
行
演
習

も
兼
ね
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
季
節
外
れ
の
台
風

一
過
の
晴
天
に
恵
ま
れ
、
生
徒

は
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
と
の
こ
と
で
、
新
緑
の
中
、

新
鮮
な
空
気
を
吸
い
込
ん
で
元

気
よ
く
出
発
し
ま
し
た
。

　

登
山
の
道
中
で
は
、

職
員
が
、
ア
カ
マ
ツ
と

ク
ロ
マ
ツ
の
見
分
け
方

や
ミ
ズ
メ
の
樹
皮
が
、

サ
ロ
ン
パ
ス
の
臭
い
が

す
る
こ
と
、
ブ
ナ
等
に

つ
い
て
樹
木

の
名
前
や
特

徴
を
説
明
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ニ

ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る

リ
ョ
ウ
ブ
等
の
樹

木
の
剥
皮
被
害
や

森
林
総
合
研
究
所

四
国
支
所
と
当
セ

ン
タ
ー
の
共
同
で

の
シ
カ
試
験
地
の

取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

　

登
山
開
始
か
ら
二
時
間
程
で

三
本
杭
に
全
員
到
着
し
ま
し

た
。

　

山
頂
で
は
、
当
セ
ン
タ
ー

が
設
置
し
た
シ
カ
防
護
ネ
ッ

ト
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に

よ
る
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
の
移
植
な

ど
に
よ
っ
て
植
生
の
回
復
が

見
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
を
説

の
大
会
も
三
回
行
わ
れ
、
一
位

は
ゴ
ム
鉄
砲
、
二
位
は
カ
エ
ル

の
鉛
筆
、
三
位
に
は
カ
エ
ル
の

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
賞
品
が
あ
り

ま
し
た
。
一
位
に
な
っ
た
子
ど

も
さ
ん
は
精
巧
に
作
ら
れ
た
ゴ

ム
鉄
砲
に
大
喜
び
し
て
、
大
事

そ
う
に
持
ち
帰
っ
て
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
日
差
し
が
強
く
、

日
向
で
は
少
し
汗
ば
む
陽
気

で
し
た
が
、
親
子
連
れ
は
も

と
よ
り
、
お
じ
い
さ
ん
、
お

ば
あ
さ
ん
や
、
日
曜
日
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
近
く
で
行

わ
れ
て
い
た
日
曜
市
や
、
高

知
城
の
観
光
客
も
参
加
さ
れ

大
変
な
賑
わ
い
で
し
た
。

八
面
山
山
頂
で

三
本
杭
山
頂
を
目
指
し
て


